
その「ＤＸ」
本当に効果ありますか？

2020/11/18
日本電通株式会社 小片 隆久

NDIソリューションズ株式会社 西村 美保



￥ｆ

日本電通株式会社

小片 隆久

技術
開発部

アサガオ
プロジェクト

ＤＸ
推進室

おがた たかひさ

最新技術の研究
や調査により、
新規商材などを
考案・開発する

社内外・産学の
垣根を超えた連
携により新規ビ
ジネス創出実現

自社のDX実現に
むけ社内調整と
DXアイデア創出
を担当

2002年入社。その後東京支社、名古屋支店でネットワーク
SEを担当。2015年より社内ベンチャー・産学連携を実現する
アサガオプロジェクトを担当。2016年に技術開発部へ異動。
2020年よりDX推進室を担当。
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NOW PRINTING…



「DX推進部署」
を作ると失敗する？

日本企業が



ミッション定義ミス

組織調整ミス

ツール選定ミス

「DX推進部署」
を作ると失敗する？

日本企業が



チーム結成

自社が保有する
膨大な顧客の決済
データを活用せよ

解析開始

Mission

高額なデータ
解析ツールを

導入

解析依頼

コンサルタントに
解析ツールの
活用を依頼

チーム解散

結果を出せず
DX推進部署は

解散

結果を出せず
DX推進部署は

解散

コンサルタントに
頼むまでもない
結論が出される

解析結果の
活用ができず
ツール塩漬け

社内の
様々な部署から
人材が集まる

とあるクレジット会社のDX実施事例

日経XTREND 2020年09月01日 なぜ日本企業が「DX推進部署」を作ると失敗するのか
https://xtrend.nikkei.com/atcl/contents/18/00354/00001/
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解析開始

高額なデータ
解析ツールを

導入

解析結果の
活用ができず
ツール塩漬け

手段が目的に
なっている

デジタル人材
選出不足

手段を手段で
解決しようとする

ミッション定義ミス

組織調整ミス

ツール選定ミス



手段が目的に

ならないために
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DX
Digital

Transformation

ＤＸとは
企業がビジネス環境の激しい変化に対応し、
データとデジタル技術を活用して顧客や社
会のニーズをもとに製品やサービス、ビジ
ネスモデルを変革するとともに、業務その
ものや、組織、プロセス、企業文化・風土
を変革し、競争上の優位性を確立すること。

経済産業省 2018年12月発表：
「DX推進ガイドライン」の定義
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自社が保有する
データの活用
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増加させる
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社員残業を
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DX
Digital

Transformation

変化へ俊敏に対応できる

企業文化や体質への変革

変化に俊敏に対応するには、高速にビジネスプロセスをまわし、高速に
見える化し、高速に意思決定・行動しなくてはならない。

高速な

ビジネスプロセス

高速な

見える化

高速な

意思決定・行動

！

NDKの「DX」

業務の高速化



新しい
テクノロジー

手段

残業時間
の低減

効果

売上・利益
増加

効果
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！

NDKの「DX」

業務の高速化
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デジタル人材を

有効に活用するために

Point
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ＤＸ組織づくりのルール

システム構築
担当が中心

各部署から
担当を選出

とにかく
多人数

システムの構築可否でＤＸの
実現性を判断してしまう。

自部署の業務を優先して
しまいＤＸが進まない。

ＤＸ実現・実行に向けた
意見がまとまらない。

1 2 3



ＤＸ組織づくりのルール

デジタル
人材登用

組織間を縦横断
できる環境

社内は
少人数制

デジタルを幅広く理解できる
人材によりＤＸを具体化する。

社内のさまざまな組織から
協力を得やすくして、ＤＸ実
行への労力を最小限にする。

ＤＸ実現に向けた意見の収
集・集約速度を向上する。

1 2 3
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SSDC
など

SIC
AI-labo

NDK
事業部

小片 室長 岩井

フィードバック

ヒアリング

提供利用

報告

指示アイデア化

具現化

報告指示

技術協力

報告

指示

報告

指示

ＤＸ推進室

PoC/本番環境

利用料

担当役員

ＤＸ推進室

実行体制

NDKグループ
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小片 室長

ＤＸ推進室

NDK
事業部

業務
管理本部

オフィス系 フィールド系

現場担当者
からの情報収集

社内外企業間
の連携強化

定期的
プロモーション

ＮＤＫ ＤＸ実現対象

ＩＴＳＯＬ
事業部

通信
事業部

ＡＴ
事業部

小片 室長

ＤＸ推進室

ＤＸ推進室

実行体制

変化へ俊敏に対応できる
企業文化や体質実現に向けたシステム



有効なツールを

選定するために

Point

3



ツール選定のルール

とりあえず
ＡＩツール

コンサルに
おまかせ

完成してから
使う

目的を実現するための
ツールはＡＩに限らない。

自分たちで運用できない
ツールはＤＸ実現に遠い。

ＰｏＣや最小構成から開始
して実現・運用サイクルが
描けるツールを採用する。

1 2 3



ツール選定のルール

目的にそった
技術を選定

自社で運用
できる

見える化
できる

ツールを選ぶのではなく、Ｄ
Ｘ実行目的の実現性を基準
として「技術」を選定する。

情報システム部門・ＤＸ担当
者以外の自社メンバーでも
運用できるシステムを選定。

ＤＸ実現に向けた推進サイク
ルが描け、導入・運用状況
が見えるツールを選定する。
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できる

情報システム部門・ＤＸ担当
者以外の自社メンバーでも
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見える化
できる

ＤＸ実現に向けた推進サイク
ルが描け、導入・運用状況
が見えるツールを選定する。
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ＤＸ
実現ツール
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ＤＸ
実現ツール

選定

オフィス系

フィールド系

ペーパーレス
ハンコレス
キャッシュレス
手続きレス
リモートワーク

課題/必要技術

課題/必要技術

アナログ→デジタル
変換の自動化

ツール選定

ツール選定

推進サイクル

策定

ロードマップ

策定

ＤＸ
実現ツール

選定

など



ＤＸ推進

サイクル

NDKグループ

企業活動の迅速化

生産性向上

付加価値向上

ねらい

1. レス化

2. 自動化

3. 共創基盤

デジタル化要件

4. 見える化

デジタル化要件

PDCA/カイゼン計画

5. EUC/
5. さらなるデジタル化
5. による解決策

EUC: エンドユーザーコンピューティング

企業風土

ペーパーレス
ハンコレス
キャッシュレス
手続きレス
リモートワーク

グループ内
協力会社
顧客
他業種 等

オフィス系
フィールド系

データ連携
システム連携
プロセス連携
ビジネス連携 等

Ver 1.2iβ



要件 2020年度 2021年度 2022年度

レ ス 化
(リモートワーク)

自 動 化

分析・見える化

共 創 基 盤

E U C
人材育成

現行ワークフロー化
(各種諸届等の電子化)

ＤＸ推進ロードマップ(案)

現行ワークフロー化
(契約書締結伺い/稟議書）

改善ワークフロー化
(各種諸届等の電子化)
改善ワークフロー化#2
(契約書締結伺い/稟議書）

契約書電子化

請求書電子化

グループ決算迅速化
(NDK社内)

改善ワークフロー化の適用は荷の拡張
(※Notes廃止、N2改修と連動して実施する)

＋＠

経費精算電子化

資産管理/セキュリティ シンクライアント

グループ会社へ展開(会計基準統一）

RPA

Notes廃止

チャットボット CB4(人事・総務) チャットボット CB3(情シス) チャットボット CB3(その他部署)

ワークフロー化効果検証
#1

ワークフロー化効果検証
#2

ワークフロー化効果検証
#3

ワークフロー化効果検証
#4

現行ワークフ
ロー化の結果

改善ワークフ
ロー化の結果

業務プロセスの可視化・分析

現場主導のカイゼン活動／PDCA

RPA管理 データ収集 データ分析(集約・可視化)

グループ会社、取引先、協力会社、顧客、N2とのデータ連携
基盤構築（EAI）

グループ会社、取引先、協力会社、顧客､N2とのデータ連携
実施（共創）

エンドユーザーコンピューティング推進#1 エンドユーザーコンピューティング推進#2 ＋＠

人事評価/キャリアパスツール(NDK社
内)

人事評価/キャリアパスツール(グループ会
社間)

スキルマネジメントツール(NDK社内) スキルマネジメントツール(グループ会社
間)

ペーパーレス
ハンコレス
キャッシュレス

プロセスレス(手続
きレス)

生産性向上
属人化解消

意思決定の迅速
化、全体最適化、
現場主導のカイゼ

ン気づき

効率化、付加価値、
スピード化、共創

エンドユーザーコン
ピューティング、人材
育成、デジタルスキ

ル

アナログ→デジタル変換の自動化

写真判定の自動化

残量自動測定化

Ver 1.3i

改善ワークフロー化#1
(契約書締結伺い/稟議書）

フィールド系 自動化推進 継続
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NDIS

顧客
DX

ツール

フィードバック

先行導入

公開・展開・提案

導入 ＤＸツール
先行導入事例
ご紹介



次スライド以降はＮＤＩソリューション株式会社の
講演資料になります。
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西村 美保

[社内経歴]
•2001年入社
•2001年～2016年 営業事務
営業支援とお客様対応を行うことで業務スキルを磨く

•2017年～ 業務部門リーダー
業務改善活動(DX)により社内ショールーム化を目指す

[DX推進活動]
•2017年 RPA導入
•2018年 kintone活用、契約書電子化
•2019年 teams活用、請求書電子化
•2020年 テレワーク開始

N i s h i m u r a  M i h o

N D Iソリューションズ株式会社
B P A推進部



外部環境と当社の取組み方針



NDISの「DX」について



ビジネスメール
実態調査2020







【NDIS事例】物販案件 Before



【NDIS事例】物販案件 After



「協業」ではなく「共創」へ



【参考情報】



ご清聴ありがとうございました。
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